
『
源
氏
物
語
」

の
し
ぐ
さ
小
考

「長
押
に
お
し
か
か
る
」
「長
押
に
寄
り
か
か
る
」

こ
と
ー

飯

塚

ひ

ろ

み

は
じ
め
に

平
安
朝

の
貴
族

は
、
寝
殿
造
と

い
う
建
物

に
お

い
て
日
常
生
活
を
営
み
、

儀
式

や
宴
を
催
し
、

あ

る
い
は
恋

の
場
面
を
設
定
し

つ
つ
生
き
た
。

『
源

氏
物
語
』
を

は
じ
め
と
す

る
平
安
文
学

の
登
場
人
物
も
ま
た
然
り

で
、

い

わ
ば
寝
殿
造
と

い
う
空
間

は
文
学
を
創
造
す

る
上

で
欠
か
せ
な

い
舞
台
装

置

で
も
あ

る
。

ゆ
え

に
寝
殿
造

の
構
造

の
把
握

は
平
安
文
学
研
究

の
前
提

と
な

っ
て
い
る
で
あ

ろ
う
し
、
寝
殿
造
空
間

へ
の
探
究

は
歴
史

や
美
術
研

究

の
立
場
か
ら
も
行
わ
れ

て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
、
構
造

そ
の
も

の
の
解
析

や
復
元

の
試

み
が
建
築

の
世
界

に
お

い
て
続
け
ら
れ

て
き
た

こ
と
は

い
う

ま

で
も
な

い
。

そ
の
よ
う
な
中

に
あ

っ
て
、
現
代

で
は
馴
染

み
の
な

い
構
造
物

の
ひ
と

つ
に

「
下
長

押
」
を
挙

げ

る

こ
と
が

で
き

よ

う
。
『
源
氏

物

語
』

に
は

「
長
押

に
お
し
か
か
り

て
」

(賢
木
巻
)
、

「長
押

に
寄

り
か
か
り
て
」

(宿

木
巻
)

の
用
例
が
確
認
さ
れ
る
が
、

こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
下
長

押
を
指

し

て
い
る
。
下
長
押
は
最
大
公
約
数
的

に
い
え
ば
、

現
代
建

築

で

「敷

居
」

に
あ
た
る
も

の
と
さ
れ

て
い
る

(
詳
細

は
後

述
)

が
、

で
は
そ

の
下
長
押

に

「
お
し
か
か

る
」

「寄

り
か
か
る
」

と
は
ど

の
よ
う
な
し
ぐ
さ
な
の

で

あ

ろ
う

か
。
現
代

感
覚

を

も

っ
て
す

れ
ば
、
敷

居

に

「
お
し

か
か

る
」

「
寄
り
か
か
る
」

た
あ

に
は
高
さ
が
不
十
分

で
あ
り
、

そ

の
表

現
に
は
少

な
か
ら
ず
違
和
感
を
覚
え
る

で
あ
ろ
う
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

『源
氏
物

語
』
注
釈
史

に
お

い
て
は

「
下
長
押

11
現
代

の
敷

居

に
あ
た
る
」
と
し
な

が
ら
そ
れ

に

「
寄
り
か
か

っ
て
い
る
」
と
だ
け
注

を
付
し
、
下

長
押

の
高

さ
等

の
問
題

に

つ
い
て
は
言
及
を
避
け

て
き
た

(
よ
う

に
見
え
る
)
。

三
三



『
源
氏
物
語
』
の
し
ぐ
さ
小
考

本
稿

で
は
、
正
解

は
出
せ

な
い
ま

で
も
、

い
く

つ
か

の
資
料
か
ら

「
下

長
押
」

の
実
態
を
勘
案
し
、

『
源
氏
物
語
』

に
描
写
さ
れ
た

「
長
押

に
お

し
か
か

る
」

「
長
押

に
寄
り
か
か

る
」

と

い
う
し
ぐ
さ
が
持

つ
意
味
を
追

究
し

て
み
た
い
。

【
、

「
下

長

押

」

に

つ
い

て

ま
ず
、
『
古
語
大
辞
典
』

(角
川
)

の

「
長
押
」
お
よ
び

「
下
長
押
」

の

項
を
確
認
し
よ
う
。

【
長
押
】
母

屋
と
廂
と
を
限

る
柱

の
問

の
上

と
下

に
渡
し

た
化

粧

の

横
木
。
後
世

は
鴨
居

の
上

の
も

の
だ
け
を
指
す
よ
う

に
な

っ
た
が
、

こ
れ

は
上
長
押

で
、

こ
れ

に
対
し

て
下

の
ほ
う

に
も
よ
り
幅
広

い
も

の
が
あ
り
、
下
長
押
と

い
う
。
下
長
押

は
敷
居
が
あ
れ
ば
、

そ
の
外

側

に
接
し

て

一
段
低
く
、
廂

の
面
よ
り

は
上

に
あ
る
。
〈
後
略
〉

【
下
長
押
】

上
下

の
長
押

の
う
ち
、

下
方
に
あ
る
も

の
。

上
長
押

の

対
。
母
屋
と
廂
、
廂
と
簀
子

の
間

の
、
段
差

の
あ
る
側
面

に
横

に
張

り
渡
し
た
板

で
、

「
…
…
と

て
、

長
押

に
お
し
か

丶
り

て
お

は
す
れ

ば

(源
氏

・
宿
木
)
」

な
ど
、
物
語

に

「
長
押
」

と
あ
る

の
は
ほ
と

ん
ど
下
長
押

で
あ

る
。

近
世
、

「
上
長
押

は
今
も
鴨
居

の
上

に
打

つ

横
木
な
り
。
下
長
押

は
敷
居
と
見

て
よ
し

(類
聚
名
物
考

・
宮
室
部

三
四

二
)
」

の
よ
う

に
、
敷
居
と
混
同
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
〈
後
略
〉

と
あ
る
。
文
字
だ
け

で
は
十
分

に
把
握
し
き
れ
な

い
が
、
母
屋
と
廂

・
廂

と
簣
子

の
問

に
は
そ
れ
ぞ
れ
段
差
が
あ
り
、
下
長
押
は
そ

の
段
差

に
近
接

し

て
存
在
し
た
も

の
と
し

て
説
明
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
『
類
聚
名
物
考
』

が
成

っ
た
江
戸
中
期

に
は
敷
居
と
混
同
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
い
た

こ
と

が
わ
か
る
。

な
お
、

敷
居
と

の
混
同

に

つ
い
て
は
、

『
源
氏
物
語
』

の
注

釈
書

『
岷
江
入
楚
』

(中
院
通
勝
、

一
五
九
八
)

に
も

「
な
け
し

(
長
押
)

と
は
今

の
世

に
敷
居
と

い
ふ
物
也

今

の
世

に
は
鴨
居
を
は
か
り
な
け
し

と

い
ふ
也
」
と
あ
る
。

次

に
、
視
覚
資
料
か
ら
下
長
押
を
考
え

て
み
る
。
稿
末
参
考
図
①
②

は
、

『
年
中
行
事
絵
巻
』

か
ら
写
し
た
と
さ
れ
る
東

三
条
殿
図

で
あ
る
。

①

に

は
高
欄

の
め
ぐ
ら
さ
れ
た

「簀

子
」、

そ
の
内
側

の

「
廂

(
の
間
)
」
、

さ

ら

に
奥
ま

っ
た

「
母
屋
」
が
描
か
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
境
に
は
横

木
が
渡
さ
れ

て
い
る
。
②

で
は
向
か

っ
て
左
側
上
方

、
同
じ
く
高

欄
と
廂

の
境

に
星
模
様

の
よ
う
な
釘
隠
し

の

つ
い
た
横

木
が
見
え
る
。
横

木
は
上

部
と
下
部

に
あ
る
が
、
上
部

の
も

の
が
上
長
押
、
下
部

に
あ
る
も

の
が
下

長
押

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
寝
殿
造
図
を
さ
ら

に
立
体
的

に
我
々
に
示
し

て
く
れ
る

の

が
風
俗
博
物
館

に
あ
る
六
条
院
春

の
町

の
復
元
模
型

で
あ
る
。
復
元
模

型



に
も
釘
隠

し
の

つ
い
た
横
木
す

な
わ
ち
下
長
押

が
あ

り
、
下
長
押

の
部
分

が
段
差

に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る

(参
考
図
③
)
。

問
題

は
そ
の
高

さ
で
あ

る
。
参
考
図
④

で
は
高
欄
を
背

に
男
性

が
簀
子

に
居
並

ん
で
い
る
。

『源
氏
物
語
』

に
は

コ
咼
欄

に
お
し
か
か

る
」

例

が
多

い
が
、

復
元
模
型

ほ
ど

の
高

さ
が
あ

れ
ば
自
然

な
行
為
だ
と

い
え
る
。
対
し

て
居
並

ぶ
男
性

の
前

に
あ

る
下

長
押

で
は
ど

う
だ

ろ

う
か
。
古

語

の

「
お

し
か

か

る
」

「寄

り
か

か

る
」

は
両

者
と

も

に
現

代
語

の

「
も
た

れ

る
」
「
よ

り
か
か

る
」

と
理
解

さ
れ
て
い
る
。
現
代
生
活

で
い
う

そ
れ

ら
は
、
例

え
ば

「
壁

な
ど

に
背
中
を
押

し
付

け
る
状
態
」

や

「手
す

り
に
腕
を
乗

せ
て
そ
こ
に

体
重
を
か

け
る
状
態
」
を
表
す
も

の
で
あ

ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
仮

に
復
元

模
型

の
高

さ
の
下
長
押

に

「
お
し
か
か
る
」

「
寄
り
か
か

る
」

と

い
う
行

為
を

し
た
な
ら
ば
、

そ
れ
は

「
寝
転
が

る
」

あ

る
い
は

「腹
ば

い
に
な

る
」

と
い
う
状
態

に
な

っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

い

っ
ぽ
う
で
、

『源
氏
物
語
絵
巻
』

に
描
か

れ
た
下
長
押

は
少

々
様
子

が
異

な
る
。

『
源
氏
物
語
絵
巻
』

の
う
ち
下
長
押
が
描
か
れ

て
い
る
も

の

は
十

二
面
あ

る
が
、
高

さ
を
考
察
す

る
上

で
は

「柏
木

二
」

「横
笛
」
「
鈴

虫

一
」

「
鈴
虫

二
」

「
竹
河
二
」

「
宿
木
三
」

が
わ
か
り
や
す
い
。

こ
れ
ら

に

つ
い
て
、
下
長
押

の
幅

(高

さ
)

と
垂
直

に
立

つ
柱

の
太

さ
を
比

べ
て

み
る
と
、

目
分
量

で

「横
笛
」

「鈴
虫

一
」

は
柱

よ
り
下
長
押
が
狭
く
、

『
源
氏
物
語
』
の
し
ぐ
さ
小
考

「
柏
木
二
」
「
竹
河
二
」
「
宿
木
三
」
が
同
程
度
、
「
鈴
虫
二
」
は
柱

の
ほ
う

が
細

い
よ
う

に
見
え

る
が
、
定
規

で
寸
法
を
測
る
と
柱

の
ほ
う
が
若
干
太

い
。こ

こ
で
便
宜
上

「
鈴
虫

二
」
か
ら
下
長
押

の
高
さ
を
考
え

て
み
る

こ
と

に
す

る

(参
考
図
⑤
)
。

柱

に
寄
り
か
か

っ
た
光
源
氏
お
よ
び
左
手
前

の

柱

の
そ
ば

に
い
る
蛍
宮

の
顔

の
サ
イ
ズ
と

の
比
較
か
ら
、
柱

の
太
さ
は
顔

が
隠
れ

る
く
ら

い
の
太
さ
と
考
え
ら
れ

る
。
現
代

の
メ
ー
ト
ル
法

で
20
～

25

㎝
で
あ

ろ
う
か
。

そ
れ
よ
り
や

や
太
く
な
る
が
、
当
時

の
尺
貫
法

に
基

づ
き

一
尺

(お
よ
そ

30

㎝
)

の
柱
と
み
れ
ば
、
柱

の
太
さ
と
同
程
度

で
あ

る
長
押

の
高
さ
も

そ
れ
く
ら

い
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
参
考
ま

で

に
近
世

の
源
氏
絵

(参
考
図
⑥
)

を
見

て
み

る
と
、

「
鈴
虫
二
」

に
比

べ

て
柱
も
細
く
下
長
押
も
低

い
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
、
数
種

の
資
料
か
ら
下
長
押

の
高
さ
を
考
え

て
み
た
。
し
か
し
、

当
然

の
こ
と

で
あ

る
が
、
絵
画
資
料
は
少
な
か
ら
ず
製
作
当
時

の
風
俗

に

感
化

さ
れ

て
い
る
こ
と

に
加
え

て
、
構
図

の
問
題
も
あ
ろ
う
し
、
デ

フ
ォ

ル
メ
さ
れ

て
い
る
場
合
も
あ

る
。
『
源
氏
物
語
絵
巻
』

に
お

い
て
も
、
「
横

笛
」

「
鈴
虫

一
」

の
よ
う

に
柱
と
比

べ
て
下
長
押
が
低
く
描
か
れ

て
い
る

も

の
も
あ

る
か
ら

に
は
、

「
鈴
虫
二
」

や

「柏
木

二
」

「竹
河

二
」

「
宿
木

三
」
が
実
態

に
則
し

て
い
る
と
も

い
い
が
た

い
。
さ
し
あ
た

っ
て
は
、
可

三
五



『源
氏
物
語
』
の
し
ぐ
さ
小
考

能
性
と
し

て
の
下
長
押

の
高
さ

一
尺
程
度
ま

で
を
念
頭

に
置
き
、
次
節

で

は
文
献
資
料

の
検
討

に
移
り
た

い
。

二
、
古
記
録
に
み
る
下
長
押

本
節

で
は
、
平
安
貴
族

の
実
生
活

に
お
け
る
長
押

の
あ
り
よ
う

に

つ
い

て
、
古
記
録

に
依

拠
し

て
考
察
す

る
。
東
大
史

料
編
纂

所
が

提
供
す

る

「
古
記
録

フ
ル
テ
キ

ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」

で

「長
押
」

を
検
索
す
る
と

二
七
九
件

の
用
例
が
見

つ
か
る
が
、

こ
れ
ら
は
す

べ
て
下
長
押
を
指
し

て

い
る
と
み

て
よ

い
。
し
た
が

っ
て
、
以
降

「
長
押
」
を

「
下
長
押
」

の
意

で
用

い
る
こ
と
と
す

る
。

検
索

の
結
果
ま
ず
わ
か

る
の
は
、
宴
な
ど

の
際

に

「
長
押

の
上
」

に
貴

人

の
席
が
設
け
ら
れ

る
こ
と

で
あ
る
。

『
御
堂
関
白
記
』

寛
弘
四
年
四
月

二
十
五

日
条

に
は

「
酉
時
中
務
卿
親
王
参
、
未
前
召
御
前
、
暫
昼
御
座
西

間
西
柱
許
鋪
円

(座
)

一
枚
、
長
押
上
」
と
あ
り
、
宴

の
始
ま

る
前

の
中

務
卿
親
王

(具
平
親
王
)

の
仮

の
座
を
長
押

の
上

に
し

つ
ら
え
た

こ
と
が

記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
翌
二
十
六

日
条

で
は

「
召
余
、
経
簀
子
候
長
押

『
、
近
召
、
仍
上
候
」
と
、
道
長
が
天
皇
か
ら
召
さ
れ
長
押

の
下

に
控
え

た
と

こ
ろ
、

さ
ら

に
近
く
と

の
仰
せ
が
あ
り
長
押

の
上

に
進
ん
だ

こ
と
が

わ
か

る
。

他

に

「
大
后
御
長
押
上
御

座
」

(大
后

は
長
押

の
上

の
御
座

に

三
六

お
は
し
ま
す
/

『御
堂
関
白

記
』
寛
仁

三
年

一
月

三
日
条
)
、

「主
人
起
座
、

下
自
長
押

、

執
杯

勧
余

」

(
主
人
座
を
起

ち
、

長
押

よ
り
下

り
て
、

杯
を

執

り
余

に
勧
む
/

『小
右

記
』
治
安
元
年
七
月

二
十

五
日
条
)

な
ど
が
あ

る
。
『紫

式
部

日
記
』

に
も
類
似
例

が
あ
り
、

「宮

の
人
び

と
は
、
若
人

は

長
押

の
下
、
東

の
廂

の
南

の
障

子
放

ち

て
御
簾

か
け
た
る
に
上
臈

は
ゐ
た

り
」

(
二
一
=

頁

)

と
、

若

い
女
房

は
長
押

の
下
、

上
臈

は
廂

で
あ

る
か

ら
長
押

の
上

に
座
を
占

め
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
例
か
ら
、
長

押
は
身
分

や
立
場
を
隔

て
る
境
界

と
し
て
の

役
割
を
持
ち
、

長
押

の
物

理
的
段
差

は
、

そ
の
ま
ま
貴
族
社
会

で
の
相
対

的
身
分

・
立
場

の
格

差
と
し

て
常

に
意
識

さ
れ
る
も
の

で
あ

っ
た
と
い
え

よ
う
。
前
述

の
道
長

の
よ
う
に
、

下
位

の
者

が
上
位

の
者

の
許

し
を
得

て

よ
う
や
く
長
押
に
上

る
例

は

『
源
氏
物

語
』

に
も
見

ら
れ
る
も
の

で
あ

っ

攬
・さ

て
、
問
題

の
高

さ

で
あ
る
が
、
興
味
深

い
記
述

が
見

つ
か

っ
た
。
官

奏

の
際

の
作
法
を
詳
述
し
た
も

の
で
、

a
、

至
射
場
、
立
軒
廊
西
二
間
、酳
、貞
致

来
口
口
口
杖

、栖
、奉
之
、

挿

笏
執
之
、
入
自

右
青
瑣
門
、

経
年

中
行
事

御
障

子
南
并
柱
東
、

跪
同
御
障
子
平
頭
、

主
上
目
給
、

称
唯
進
従
孫
廂
、

嬲
階
錬

、



到
御
座
聞
、
敬
屈
懸
膝
長
押
、
纐
覊

廳

癒

驃
鶸

、
鬮

行
奉
之
、
令
取
給
、
了
持
杖
逡
巡
左
廻
着
御
口
廂
円
座

、
持

杖

綴

、

(『
小
右
記
』

治
安
元
年
十

一
月
九

日
条
)
(『
小
右
記
』

治

安
元
年
十

一
月
九
日
条
)

b
、
称
唯
進
御
前
、
懸
膝
於
長
押
膝
行
奉
之
、
(
『小

右
記
』
万
寿

四

年
四
月
九
日
条
)

c
、
至
弓
場
殿
東
面
立
、
史

進
、
予
指
笏
執
奏

、
昇
自
小
板

、
自

入

東
戸
、
経
年
中
行
事
南

更
北
折
、
小

進
跪
深
揖

候
敬
屈
、
主
上

目
、

予
称
唯
、

騙
、

起
、

無
揖
、

昇
自
長
押
子
、

先
是
更
東
折

行
斜
経
菅
円
西
方

、
長

押
子
下
二
尺
許
、
突
片

膝
、
其

後
膝

行

昇
長
押
子
上
、
先

左
膝

昇
之
、
進
小

束
、
其
故

不
当
御

座
之
故

也
、
膝
行
二
三
度

許
留

、
而
廻
杖
奉
之
、
主
上
執

奏
御

置
御
座

上
、
退
去
膝
行
降
自
長

押
、
於
件
長
押
小

退
、

左
廻
遶
着
菅

円

座
、
蕗
臓
繕
攤
舵
餬
ガ
判
座
深
揖
乍

持
杖
侯
、

(
『
後
二
条
師

通
記
』
寛

治
七
年
十
月
二
十
七

日
条

)

d
、

付
弓
場
殿
、

竦
湎
見
遣
史
方
、

進
跪
候
、

指
笏
執
杖
、

昇
自
小

板
、

入
自
殿
上
戸
、

経
行
中
行
事
南
、

進
北
而
跪
、

紐
擴
、

深

揖
望
龍
願
、
主
上
目
、

予
称
唯
、
鎬
、
無
揖
、
先

左
足
昇
自
長

押
子
、
更
折
東
行
、
寄

小
南
方
、
当

御
前

間
程
敬

屈
、
去
長
押

『源
氏
物
語
』
の
し
ぐ
さ
小
考

二
尺
許
、
突
片
膝

々
行
、
先
左
膝
昇
長
押
、
膝
行

三
度
許
留
、

廻

杖

奉

之
、
主

上

執

御
、
置

御

前

御

、
乍

持

杖

退

膝

行
、

稚
疑
黻
繖
、

小
西
退
起
座
、

左
旋
遠
遶
着
菅
円
座
、

深
揖
乍
持
杖

儻
、

(
『後

二
条
師
通

記
』
寛
治
七
年
十

一
月
十

一
日
条
)

e
、

自
北
御
座
進
東
昇
長
押
子
、

先
右
膝
を
為
先
、

同
膝
行
、

長
押

子
上

に
て
は
腰

を
か
か
め
て
膝
行

…
…
同
退
下
長
押
子
、
右
膝
為

錮
、

同
退
立
、

(
『殿
暦
』
康
和

四
年

八
月
十

三
日
条
)

な
ど

で
あ
る
。

a
・
b
で
は
、
長
押

に
膝
を

か
け
、

そ
の
後
膝
行
し

て
文

書

を
奉

る
と
あ
る
。

c
・
d
で
は
、
膝
行

の
後
長
押

に
昇

っ
て
お
り
、

そ

の
際

に

「先
左
膝
昇
」

と
い
う
よ
う
に
、
膝
行
体
勢

の
ま
ま
長
押

に
膝

で

昇

っ
て
い
る

こ
と
が
見

て
と
れ
る
。

e
は
右
膝
を
先

に
し
て
い
る
が
、
長

押

か
ら
降

り
る
際

に
も

「右
膝
為
先
」

と
あ

る
の
で
、
膝

か
ら
降

り
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る

(
c
の

「膝
行
降
自
長
押
」
も
同
様

か
)
。

し
か
も
、

こ
れ
ら
の
動
作

を
す

る
間
中
、
文
書
を
挟

ん
で
奏
上
す

る
た

め
の

「文
杖
」

を
手

に
持

っ
て
い
る
こ
と
が
各
波
線
部

か
ら
確
認

で
き

る
。

官
奏

に
お
い

て
、
奏
文
を
天
皇

に
奉

る
役

の
公
卿

は
、
弓
場
殿

で
史

か
ら

文
杖

(文
挟

と
も
い
う
。

穏

m
ほ
ど
の
棒
状

の
も

の
)

に
挟

ん
だ
奏
文
を

受

け
取

り

(
そ

の
際
、

手

に
持

っ
て
い
た
笏
は
腰

に
挿
す
)
、

清
涼
殿

の

天
皇

の
い
る
御
座

ま
で
進

む
。

そ
こ
で
文
杖
を
差

し
出

し
、
天
皇
が
文
杖

三
七



『
源
氏
物
語
』
の
し
ぐ
さ
小
考

か
ら
奏
文
を
取

っ
た
ら
文
杖
を

そ
の
ま
ま
持

っ
て
所
定

の
座

に
着
く
。
そ

の
間

に
長
押

の
昇
り
降
り
が
あ

る
わ
け

で
あ

る
。

つ
ま
り
、

こ
れ
ら

の
記

事
か
ら
鑑

み
る
に
、
長
押

の
高

さ
は
手

(お

そ
ら
く
両
手
)

に
楠

m
ほ
ど

の
文
杖
を
持

っ
た
ま
ま
、
膝
行

の
状
態

で
昇

り
降
り

で
き

る
程
度
と
推
測

さ
れ

る
の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
な
結
論
を
得

た
う
え

で
、
前
節

で
可
能
性
と
し

て
挙
げ
た

一

尺
程
度

い
う
高

さ
は
い
か
が

で
あ

ろ
う
か
。
身
近
な
と

こ
ろ

で
、
同
程
度

の
我
が
家

の
ソ

フ
ァ

(座
面
高
約

30

㎝
)

で
、
両
手

に
棒
を
持

っ
て
試
し

て
み
た
。
昇

る
こ
と

は
体

の
硬

い
私

で
も
な

ん
と
か

で
き
た
。
降
り

る
の

は
、
官
奏

の
場
合
お

そ
ら
く
体
を
正
面
を
向
け
た
ま
ま
退
行
す

る
の
で
あ

ろ
う
が
、
相
当

に
ぎ

こ
ち

な
く

な
る
。

ま
た
、
あ

え
て
体

の
向
き
を
変
え

て
前
向
き

で
膝

か
ら
降

り
る
パ
タ
ー

ン
も
試

み
た
と

こ
ろ
、
転
落
し

そ
う

で
危
険

で
あ

っ
た
。

さ
す

が
に
長
押

の
高

さ

一
尺

は
現
実
的

で
は
な

い
よ

う
で
あ

る
。

20

㎝
程
度

で
あ
れ
ば
、
装
束
を

つ
け

て
い
て
も
な

ん
と
か
動

け
る
高

さ
か
も

し
れ

な
い
。
ち

な
み
に
、
現
在

の
京
都
御
所

の
清
涼
殿

の

長
押

は
、

こ
れ
も
目
分
量

で
あ

る
が

15

㎝
前
後

の
よ
う

で
あ

る

(参
考
図

⑦
)
。

ま
た
、
京
都
文
化
博
物
館

に
復
元

さ
れ
た
清
涼
殿
模
型

で
見

る
と
、

廂

と
母
屋

の
境

の
妻
戸
部
分

は
、
長
押

の
上

に
敷
居
が
あ

る
の
で
段
差
が

大

き
く
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
場
合

で
20

㎝
程
度

で
あ

ろ
う

(参
考

図

⑧

)
。

三
八

三
、
「
長
押
に
お
し
か
か
る
」
「長
押
に
寄
り
か
か
る
」

前
節
ま

で
の
分
析
か
ら
、
本
稿

で
は
下
長
押

の
高
さ
を
最
大

で
20

㎝
程

度
と
仮
定
す

る
。

そ
こ
で
あ
ら

た
め

て

「長
押

に
お
し
か
か
る
」

「
長
押

に
寄
り
か
か

る
」
所
作

に

つ
い
て
考
え

て
み
た

い
。

「
長
押

に
お
し
か
か
る
」
「
長
押

に
寄
り
か
か
る
」
例
は
、
『
源
氏
物
語
』

の
ほ
か

に

『
枕
草
子
』

に

一
例
ず

つ
見
ら
れ
る
。

格
子

の
上
が
り
た
れ
ば
、
御
簾

の
そ
ば
を

い
さ
さ
か
引
き
上
げ

て
み

る
に
、
〈
中
略
〉
、
人
気

の
す
れ
ば
、
衣

の
中
よ
り
見
る

に
、
う
ち
ゑ

み

て
、
長
押

に
押
し
か
か
り

て
ゐ
ぬ
。
恥
ち
な
ど
す

べ
き
人

に
は
あ

ら
ね
ど
、
う
ち
と
く

べ
き
心
ば

へ
に
も
あ
ら
ぬ

に
、
ね
た
う
も
見
え

ぬ
る
か
な
、
と
思
ふ
。
「
こ
よ
な
き
名
残

の
御
あ
さ

い
か
な
」
と

て
、

簾

の
内

に
な
か
ら
入

り
た
れ
ば
、
「
露
よ

り
先

な
る
人

の
も

ど
か
し

さ

に
」
と
言
ふ
。

(三

四
段
/
八
四
頁
)

あ

る
朝
、
男
が
女

の
局

の
前
を
通
り
す
が
る
と
き

に
、
格
子
が
上
が

っ

て
い
た

の
で
そ
の
内

に
掛
か

っ
て
い
る
御
簾
を
引
き
上
げ

て
中
を
覗

い
た
。

中

に
は
女
が
寝

て
い
て
、
人

の
気
配
が
す

る
の
で
衣
を
か
ぶ

っ
た
ま
ま
外

の
方
を
見
た
な
ら
ば
、
男
が

「
長
押

に
お
し
か
か
り

て
」

そ
こ
に
い
た
。



女

に
と

っ
て
そ

の
男
は
と
く

に
恥
じ
入

っ
た
り
す
る
よ
う
な
間
柄

で
は
な

い
が
、
そ
れ

で
も
そ
ん
な

に
馴
れ
馴
れ
し
く
し

て
よ

い
人

で
も
な
い

の
で
、

女
は
憎
ら
し
く
思

っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

女
が

「
ね
た
う
」
思

っ
た

の
は
、
男

の
行
動
が
度

を
越

え

て
い
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
二
節

に
見
た
よ
う

に
、
長
押
は
そ

の
上

に

い
る
者
と
下

に
い

る
も

の
を
き

っ
ぱ
り
と
隔

て
る
境
界

で
あ
る
。

こ
の
男
女

は
少
な
く
と
も

女

の
側
か
ら
は

「
う
ち
と
く

べ
き
心
ば

へ
に
も
あ
ら
ぬ
」
仲

で
あ
る
か
ら
、

男
が
長
押

の
上

に
あ
が
る

に
は
女

の
許
し
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け

れ
ど
も
男
は
限
界
ま

で
女

に
近
づ
き
た

い
。
そ

の
結
果
、

体
が

「
簾

の
内

に
な
か
ら
入
」
り
な
が
ら

「
長
押
に
お
し
か
か
り

て
」

い
る
状
態

と
な

っ

た

の
で
あ
る
。

こ
の
場
合

の
男

の
体
勢
を
考
え

て
み
よ
う
。
少
な
く
と
も
長
押

の
側

面

に
体
を
押
し
付
け

て
も
た
れ
る

こ
と
は

で
き
な

い
。
そ
う
す
る
と
、
長

押

の
上
面

に
何
ら
か

の
形

で
体
を
も
た
せ
か
け
る

こ
と

に
な
る
。
か
と

い

っ

て
長
押

の
上
面

に
背
中
を

つ
け

て
寝
転
が
る

こ
と
は
し
な
い

で
あ
ろ
う
か

ら
、
片
肘
を

つ
い
て
体

の
側
面
が
床
面

に

つ
く
か
、
も
し
く
は
両
肘
を

つ

い
て
胸
か
ら
腹
が
床
面

に

つ
く
よ
う
な
格
好

に
な
ろ
う
か
。
可
能

性
と
し

て
長
押

に
腰
掛

け

て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
「長

押

に
か

り
そ
め

に
居
た
ま
ひ

て
」

(『
源
氏
物

語
』
⑥
東
屋
/
八
五
頁
)
や

「
な
げ
し

に
尻

『源
氏
物
語
』

の
し
ぐ

さ
小
考

か
け

て
」

(
『徒
然
草
』

一
〇

五
段
/
六

二
頁
)

の
用
例

が
あ
る
の
で
、

そ

の
可
能
性

は
否
定

し
て
お
く
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
体

が
半
ば
御
簾

の
う
ち

に
入

っ
て
い
る
の
で
あ

る

か
ら
、
下
半
身

を
長
押

の
下

に
残

し
て
い
る
に
し
て
も
、
上
半
身

は
長
押

の
ラ
イ

ン
を
越

え
て
い
る
。

こ
れ
を
女

が
不
快

に
思

っ
て
い
る
の
は
、

こ

こ
で
の

「長
押

に
お
し
か
か
る
」

が
、
守

る
べ
き

け
じ
め
を
越

え
た
行
動

で
あ
り
、
貴
族

と
し
て
礼
儀
正

し
い
ふ
る
ま
い
で
は
な
い
た
め

と
考

え
ら

れ
る
。

と
は
い
え
、
先
行
文
脈
を

み
れ
ば
、
女

が

「
い
と

つ
や
や
か

な
る

板

の
端
近

う
、

あ
ざ

や
か
な
る
畳

一
枚
、

う
ち
敷
き

て
、

三
尺

の
几
帳
奥

の
方

に
押

し
や
り
た
る
ぞ
あ
ぢ
き
な
き
。

端

に
こ
そ
立

つ
べ
け
れ
」

(
三

四
段

/
八
三
頁
)

と
い

っ
た
様
子

で
、
油
断

し
て
寝

て
い
た
た
め
に
男
も

こ
の
よ
う
な
行
動

に
出

た
と
も
い
え
る
が

i

。

も
う

一
例

は
次

の
通
り
で
あ
る
。

南

な
ら
ず
は
東

の
廂

の
板

の
、

か
げ
見

ゆ
る
ば

か
り
な
る
に
、

あ
ざ

や
か
な
る
畳
を

う
ち
置

き

て
、

三
尺

の
几
帳

の
帷
子

い
と
涼
し
げ

に

見
え
た
る
を
押

し
や
れ
ば
、

な
が
れ
て
思

ふ
ほ
ど
よ
り
も
過
ぎ

て
立

て
る
に
、
白
き
生
絹

の
単
衣
、
紅

の
袴
、
宿
直
物

に
は
濃
き
衣

の
い

た
う
は
萎

え
ぬ
を
、
す

こ
し
ひ
き

か
け
て
臥

し
た
り
。
灯
籠

に
火
と

も
し
た
る
、

二
間
ば

か
り
さ
り
て
、
簾
高

う
あ
げ

て
、
女
房

二
人
ば

三
九



『源
氏
物
語
』
の
し
ぐ
さ
小
考

か
り
、
童
な
ど
長
押

に
寄
り
か
か
り
、
ま
た
、
下
ろ

い
た
る
簾

に
添

ひ
て
臥
し
た

る
も
あ
り
。

(
一
八
四
段
/
三
二
二
頁
)

前
半
部
分
、
前
述
し
た
女

の
寝
所

の
様
子

に
似
た
風
情

で
あ
る
。
廂

の

問

に
寝

る
女
主
人
を
守
り
な
が
ら
、
女
房

や
女
童
が
く

つ
ろ

い
で
臥
し

て

い
る
。

『源

氏
物

語
』

に
も

「
長
押

の
下

に
人

々
臥

し

て
答

へ
す

な
り
」

(①
帚
木
/
九
八
頁
)

と
あ
り
、

侍
女
た
ち
は
廂

の
問

の
下

の
簀
子

に
い

る
の
で
あ

ろ
う
。
御
簾
を
高
く
上
げ
た
と

こ
ろ

の
長
押

に
女
房
、
あ
る

い

は
女
童
が

「
よ
り
か
か
り
」

て
い
る
。

こ
こ
で
は
御
簾

の
も
と

に
臥
し

て

い
る
者
も

い
る
か
ら
、
他

の
者
も
体
を
横
た
え

て
い
る
と
み
る

の
が
自
然

で
あ

ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、

こ
こ
で
の

「
長
押

に
寄
り
か
か
る
」
は
、
長

押

に
覆

い
か
ぶ
さ

る
よ
う

に
し

て
う

つ
ぶ
せ

て
い
る
か
、
長
押
を
枕

に
し

て
い
る

(仰
臥
も
し
く
は
側
臥
)
状
態

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
場

合
は
、
女
性
同
士

の
プ

ラ
イ

ベ
ー
ト
な
空
間

に
お
け
る
う
ち
と
け
た
行
為

だ
と

い
え
よ
う
。

以
上

の
こ
と
か
ら
、
「
長
押

に
お
し
か
か
る
」
「
長
押

に
寄
り
か
か
る
」

と

い
う
動
作
は
、
礼
節
を
必
要
と
す
る
場

で
は
通
常
は
み
ら
れ
な

い
も

の

で
あ

ろ
う

こ
と
が
類
推
さ
れ

る
。

ち

な
み
に
、

「
お
し
か
か
る
」

対
象
は

「
高
欄
」
が
最
も
多
く

(『
源
氏
物
語
』
六
例
、
『
蜻
蛉

日
記
』
三
例
)
、
次

い
で

「
脇
息
」

(源
氏
二
例
、
蜻
蛉
二
例
)
と
な
る
。
「
寄
り
か
か
る
」
対

四
〇

象
は
、
「
柱
」

(『
枕
草
子
』
二
例
、

源
氏

一
例
、

『更
級

日
記
』

一
例
)

に

次

い
で

「
脇
息
」
(
源
氏
二
例
)
、
「
障
子
」
(
源
氏

一
例

)、

「
屏
風
」
(
『大

和
物
語
』

一
例
)

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
姿
勢
を
く
ず
し
た
状
態

で
あ
る
が
、

対
象
が

「
長
押
」
と
な
る
と
、
境
界

の
向

こ
う
に
い
る
他
者

の
空

間
を
侵

す
と

い
う
点

で
特

異

で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

四
、
『源
氏
物
語
』
に
お
け
る
意
味

三
節

で
の
考
察
を
踏

ま
え

て
、

『
源
氏
物

語
』

の
当
該
所
作

の
検
討

に

移
ろ
う
。

『
源
氏
物
語
』

の
長
押

に

つ
い
て
は
、

す

で
に
橋
本

ゆ
か
り
氏

の
論
考

が
あ

り
、

そ

の
中

で
長
押

は

「登

場
人
物

の
し
ぐ
さ

や
言
葉
を

伴

っ
て
、
物
語
社

会

の
身
分

や
性
差

の
力
学

を
露

に
し
、
物

語
に
葛
藤

を

生
み
出
」
す
も

の
と
捉

え
ら
れ

て
い
る
。

具
体
的

に
い
え
ば
、
主
人

と
従

者

の
問

で
は

「守

る

べ
き
上
下

の
秩
序

を
表
象
」
す

る
も

の
で
あ
り
、
男

女
間
に
お

い
て
は
、
越

え
よ
う
と
思
え
ば
物

理
的

に
は
容
易

に
越

え
ら
れ

る
も

の
で
あ
り
な
が
ら
、
男

性
に
そ
れ
を
さ
せ
な
い
た
め

の

「演
出

さ
れ

た
境

界
」
な

の
だ
と

い
う
。
上

下

の
秩
序

を
保

つ
境

界
、

あ
る
い
は
男
女

間

の
境
界
と
し

て
の
長
押

の
役
割
に

つ
い

て
は
、
本
稿

で
も
二
節

お
よ
び

三
節

で
確
認
し
た
と
お
り

で
、

橋
本
論

に
賛
同

す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

た

だ
し
、
橋
本

論

で
は
長

押
に
対

す
る
個
々
の
用
例

の
し
ぐ
さ
、

す
な
わ
ち



「
お
し
か
か

る
」
「
寄
り

ゐ
る
」
「
寄
り
か
か

る
」
「
ゐ
る
」
が
区
別
さ
れ

て

お
ら
ず
、
す

べ
て

「
寄
り
か
か

る
し
ぐ
さ
」
と
捉
え
た
う
え

で
の
論
述
と

な

っ
て
い
る
。

冒
頭

に
述

べ
た
と
お
り
、

長
押

に

「
お
し
か
か
る
」

「
寄

り
か
か

る
」
し
ぐ
さ

の
究
明
を
目
的
と
す
る
本
稿

で
は
、
長
押
を
境
界
と

し

て
捉
え
る
橋
本
論
を
受
け
入
れ

つ
つ
、
さ
ら

に
踏
み
込
ん
だ
検
討
を
加

え

て
ゆ
く

こ
と
と
な

る
。

さ

て
、

検
討
す

べ
き
用
例
を
確
認
す
る
と
、

「
長
押

に
お
し
か
か
る
」

が

一
例
、

「長
押

に
寄

り
か
か

る
」

が

一
例

と
意
外

に
少

な
く
、

三
節

に

照
ら
し

て
い
え
ば
、
特
異
な
し
ぐ
さ

で
あ
る
が
ゆ
え

の
結
果
だ
と

い
え
よ

う
。
順

に
見

て
い
こ
う
。

情
な
う
も

て
な
さ
む

に
も
た
け
か
ら
ね
ば
、
と
か
く
う
ち
嘆
き
や
す

ら

ひ
て
ゐ
ざ
り
出

で
た
ま

へ
る
御
け

は
ひ

い
と
心

に
く
し
。

「
こ
な

た
は
、
簀
子
ば
か
り

の
ゆ
る
さ
れ
は
は

べ
り
や
」
と

て
、
上
り
ゐ
た

ま

へ
り
。

〈中
略
〉

お
ほ
か
た

の
け
は
ひ
わ
づ
ら
は
し
け
れ
ど
、

綴

簾

ば
か

り

は
ひ
き

着

て
、
長

押

に
お

し

か
か

り

て
ゐ

た
ま

へ
り
。

(②
賢
木
/
八
七
頁
)

源
氏
が
野
宮

に
六
条
御
息
所
を
訪
ね
た
場
面

で
あ
る
。
北

の
対

で
対

面

を
請
う
と
、
大
変
躊
躇
し
な
が
ら
も
御
息
所
が

い
ざ
り
出

て
く
る
。
源
氏

は
そ
れ
を
受
け

て

(勝
手

に
)
簣
子

に
上
が
る
。
廂

に
い
る
御
息
所
と
御

『源
氏
物
語
』
の
し
ぐ
さ
小
考

簾
を
は
さ
ん

で
対
面
し

て
い
る
状
態

で
、
二
人

の
間
は
長
押
が
隔

て
て
い

る
。
歌

の
や
り
取
り

の
後
、
源
氏
は

「
長
押

に
お
し
か
か
」
る
。
そ
れ
に

と
も
な
う

「
御
簾
ば
か
り
は
ひ
き
着

て
」
と
い
う
の
は
、

体
は
か
な
り
内

に
入

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
も

の
の
、
も
う
ひ
と

つ
の
隔

て
で
あ
る
御
簾

を

ま

さ

に
隠

れ
蓑

に
し

て
体

裁
を

保

っ
て
い
る
状

態

で
あ

る
。

そ
し

て
、

「
お
ほ
か
た

の
け
は

ひ
わ
づ
ら
は
し
け
れ
ど
」

と
あ
る
通
り
、

源
氏

は
場

所
柄
を
は
ば
か
り

つ
つ
そ

の
行
為
に
及
ん

で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

す
な

わ
ち
、
野
宮
と

い
う
神
聖

な
場

に
お
い

て

「長
押

に
お
し
か
か
」

る
と
い

う
行
為
は
、
節
度
を
越

え
た
も

の
な

の
で
あ
る
。

こ
れ

に
続

く
の
は
、

か

の

「
暁

の
別
れ
」

の
場
面

で
あ
り
、

こ
こ

で
の

「長
押

に
お
し
か
か
る
」

は
、
神
域

で

の
侵

し
/
犯
し

と

い
う
事

態
を

引
き
起

こ
す
行
為

な

の

で

あ

っ
た
。

次

に
、
「長

押
に
寄

り
か
か
る
」
例

を
見
る
。

お
ど
ろ
き
顔
に
は
あ
ら
ず
、

よ
き
ほ
ど
に
う
ち
そ
よ
め
き
て
御
褥

さ

し
出

で
な
ど
す
る
さ
ま
も
、

い
と
め
や
す
し
。

「
こ
れ
に
さ
ぶ
ら

へ

と
ゆ
る
さ
せ
た
ま
ふ
ほ
ど
は
、
人

々
し
き
心
地

す
れ
ど
、

な
ほ
か
か

る
御
簾

の
前

に
さ
し
放

た
せ
た
ま

へ
る
憂

れ
は
し
さ
に
な
ん
、

し
ば

し
ば
も
え
さ
ぶ
ら
は
ぬ
」

と

の
た
ま

へ
ば
、

「
さ
ら
ば
、

い
か
が
は

べ
る

べ
か
ら
む
」

な
ど
聞

こ
ゆ
。

「北
面

な
ど
や
う
の
隠

れ
ぞ
か
し
、

四

一



『
源
氏
物
語
』
の
し
ぐ
さ
小
考

か
か
る
古
人

な
ど
の
さ
ぶ
ら
は
ん
に
こ
と
わ
り
な
る
休

み
所

は
。

そ

れ
も
、
ま

た
、

た
だ
御

心
な

れ
ば
、
愁

へ
き

こ
ゆ

べ
き

に
も

あ
ら

ず
」

と
て
、
長
押

に
寄

り
か
か
り
て
お
は
す

れ
ば
、
例

の
、
人

々
、

「
な
ほ
、

あ
し
こ
も

と
に
」

な
ど
そ
そ
の
か
し
き
こ
ゆ
。

(⑤
宿
木
/

三
九

二
頁
)

薫

は
二
条
院

に
い
る
中
君
を
訪
問
す

る
が
、
対
面

の
座

は
簀
子

で
あ

る
。

そ
れ
に
不
服
を
申

し
立

て

(波
線
部

ア
)
、

し
か
し
そ
れ
も
主
人

で
あ

る

中

君

の
気
持

ち
し
だ
い

で
あ
る
か
ら
仕
方

が
な
い

(波
線
部

イ
)

と
口
で

は
言

い

つ
つ
、
体

は

「長
押

に
寄

り
か
か
り
て
」

い
る
。

そ
れ
を
見

た
女

房

た
ち
が
、
中

君
に
薫

の
い
る
御
簾

の
と
こ
ろ
ま
で
出

る
よ
う
に
勧

め
て

い
る
。

こ
れ
は
、

そ
こ
ま
で
し
て
中
君

に
近

づ
き

た
い
と
い
う
薫

の
願
望

を
女
房

た
ち
が
察

し
た
と
同
時

に
、

も
し
か
し
た
ら
薫

が
長
押

に
上

が

っ

て
内

に
入

っ
て
く
る
危
険

を
感

じ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
実
際

に
薫

は
心

中

ゆ
ゆ
し
く
な

っ
て
お
り
、
中
君

と
の
対
面

に
お
い
て

「人
目
見
苦

し
か

る
ま
じ
く
は
、

簾

も
引
き
上
げ

て
さ
し
対

ひ
き

こ
え
ま
ほ
し
く
」

(同
/

三
九

四
頁
)

と
語
ら
れ

て
い
る
。

こ

の
よ
う
な
薫

の
心
内

を
知

ら
ず
、
次
回

の
訪
問

で
中
君

は
、

常

に
隔

て
多
か
る
も
い
と
ほ
し
く
、

も
の
思

ひ
知

ら
ぬ
さ
ま
に
思

ひ

た
ま
ふ
ら
む
な
ど
思

ひ
た
ま
ひ
て
、
今

日
は
、
御
簾

の
内

に
入

れ
た

四

二

て
ま

つ
り
た
ま

ひ
て
、
母
屋

の
簾

に
几
帳

そ

へ
て
、
我

は
す

こ
し

ひ

き
入

り
て
対
面
し

た
ま

へ
り
。

(⑤
宿
木
/

四
二
四
頁
)

と
、
御
簾

の
内

で
の
対
面
を
許
す
。
薫
が
廂

で
中
君
が
母
屋

で
あ

る
か
ら
、

こ
の
場
合
も
長
押

の
隔

て
が
あ

る
こ
と

に
は
変
わ
り
な

い
。

こ
れ

に
対
し

て
、

「
わ
ざ

と
召
し
と

は

べ
ら
ざ
り
し
か

ど
、
例

な
ら
ず

ゆ
る
さ
せ
た
ま

へ
り
し

よ
ろ
こ
び

に
、
す

な
は
ち
も
参
ら
ま

ほ
し
く

は
べ
り
し
を
、

宮
渡
ら

せ
た
ま

ふ
と
う
け

た
ま
わ
り
し
か
ば
、
を

り
あ
し
く

や
は
と

て
、
今

日
に
な
し

は
べ
り
に
け

る
。

さ
る
は
、
年
ご

ろ
の
心

の
し

る

し
も

や
う
や
う
あ
ら

は
れ

は
べ
る
に
や
、
隔

て
す

こ
し
薄
ら
ぎ

は
べ

り
に
け

る
御
簾

の
内
よ
。

め
づ
ら
し
く

は
べ
る
わ
ざ
か
な
」

(同
/

四
二
四
頁
)

と
、
当
然
薫

は
喜

ぶ
も

の
の
、
御
簾

の
内

の
対
面

で
あ

っ
て
も
彼

に
と

っ

て
は
少

し
ば

か
り
隔

て
が
薄
ら

い
だ

に
過
ぎ
な

い

(波
線
部

工
)

よ
う

で

あ

る
。

わ
ざ

わ
ざ
匂
宮
不
在
時

に
訪
問
し

て
い
る

(波
線
部

ウ
)

こ
と
か

ら
も

よ
か
ら
ぬ
想
像
が

で
き

る
が
、
案

の
定
、

い
と

つ
つ
ま

し
げ

に
の
た
ま
ふ
が
、

い
た
く
退
き

て
、
絶
え
絶
え

ほ

の
か
に
聞

こ
ゆ
れ
ば
、

心
も
と

な
く

て
、

「
い
と
遠
く
も

は
べ
る
か

な
。

ま
め
や
か
に
聞

こ
え
さ
せ
う
け

た
ま
わ
ら
ま

ほ
し
き
世

の
御
物



語
も

は

べ
る
も
の
を
」

と
の
た
ま

へ
ば
、
げ

に
、
と
思

し
て
、
す

こ

し
み
じ
ろ
き
寄

り
た
ま
ふ
け
は
ひ
を
聞
き

た
ま
ふ
に
も
、

ふ
と
胸

う

ち

つ
ぶ

る
れ

ど
、

さ
り
げ

な

く

い
と

ど
し
づ

め

た

る
さ
ま

し

て
、

(同
/

四
二
五
頁
)

と
、

中

君

の
声
が
遠

い
と
不
満

を

い
い

(波
線
部

オ
)
、

そ
れ
に
応
じ

て

中
君

が
近
づ

い

て
く
る
と
、
大

い
に
胸
を

と
き

め
か
せ
な
が
ら
、
表
面
上

は
冷
静
を
装

っ
て
い
る
の
だ

(波
線
部

力
)
。

そ
し
て

つ
い
に
、

寄

り
ゐ
た
ま

へ
る
柱
も

と
の
簾

の
下

よ
り
、

や
を

ら
お
よ
び

て
御
袖

を
と
ら

へ
つ
。
女
、

さ
り
や
、

あ
な
心
憂

と
思

ふ
に
、
何
ご

と
か
は

言

は
れ
ん
、

も
の
も
言

は

で
、

い
と
ど
引

き
入

り
た
ま

へ
ば
、

そ
れ

に

つ
き

て
い
と
馴

れ
顔

に
、
半

ら
は
内

に
入

り
て
添

ひ
臥

し
た
ま

へ

頓
。

(
同
/

四
二
七
頁
)

と
い
う
行
為

に
及
ぶ
。
体
半
分

は
中

に
入

っ
て
中
君

に
添

い
臥
す

こ
の
体

勢

(波
線
部

キ
)

は
ま
さ
に

「長
押

に
寄

り
か
か
り
て
」

の
過
激
版

で
あ

る
。

そ
れ
で
も
、
抗
議

す
る
中
君

に
対

し
て
、

こ
れ
は
咎
あ
る
ば
か
り
の
こ
と
か
は
。

か
ば
か
り
の
対
面

は
、

い
に

し

へ
を
も
思

し
出

で
よ
か
し
、

過
ぎ
に
し
人

の
御

ゆ
る
し
も
あ
り
し

も

の
を
、

い
と

こ
よ
な
く
思

し
け
る
こ
そ
、

な
か
な
か
う
た
て
あ

れ

(
同
/
四
二
七
頁

)

『源
氏
物
語
』
の
し
ぐ
さ
小
考

と
、

か

つ
て
大
君
が
自
分

に
中
君
を
譲

ろ
う
と
し
た
と
き

に

一
夜
を
と
も

に
し

た
こ
と
を
引
き
合

い
に
出
し

て
反
論
し

て
い
る
の
で
あ

る
。

こ
の
こ

と

に
懲

り
て
中
君

は
、
次

の
薫

の
訪
問

の
際

に
は
簀
子

に
座
を
用
意
す

る
。

そ
し

て
女
房
を
介
し

て
応
対
す

る
の
で
あ
る
が
、
薫

の
異
議
申
し
立

て
に

よ
り
、
女

房

が

「母

屋

の
御

簾
う

ち
お

ろ
し

て
、
夜

居

の
僧

の
座

に
入

れ
」

(⑤
宿
木
/

四
四
四
頁
)

て
し
ま
う
。

夜
居

の
僧

の
座
と

は
廂

に
あ

り
、
前
回
と
同
等

の
座

で
あ

る
。

た
だ
し
中
君

は
薫
を
避
け

て
母
屋

の
奥

の
方

に
い
る
。
母
屋

の
御
簾

の
そ
ば

に
は
几
帳
が
立

て
て
あ

る
が
、
薫
は
、

簾

の
下

よ
り
几
帳
を
少
し
押
し
入
れ

て
、
例

の
、
馴
れ
馴
れ
し
げ

に

近
づ
き
寄

り
た
ま

ふ

(同
/

四
四
五
頁
)

と

い
う
有
様

で
あ

る
。

「例

の
」

と
あ
る
よ
う

に
、

も

は
や
薫

に
と

っ
て

御
簾

の
隔

て
な
ど
あ

っ
て
な
き
が
ご
と
き

で
あ

る
。
警
戒
し
た
中
君
が
、

「
胸

な
ん
痛
き
。
し
ば
し
お

さ
え

て
」

(同
)
と

そ
ば

に
女
房
を
侍
ら
す
と

「う
ち
嘆
き

て
ゐ
な
お

り
た
ま
ふ
」

(同
)
と
あ

る
か
ら
、
お

そ
ら
く
前
回
、

前

々
回
と
同
様

に
半
ば
身
を
御
簾

の
内

に
入
れ

て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。

こ
れ
を
見

る
に
、
最
初

の

「
長
押

に
寄
り
か
か

り
て
」
が
薫

の
侵
し
/

犯

し
の

ス
タ
ー
ト
地
点

で
あ

り
、
中
君
側
と
し

て
は
そ
の
ゆ
ゆ
し
さ

に
気

付

く
べ
き

で
あ

っ
た
と

い
え
る
。

れ

っ
き
と
し
た
貴
公
子

な
が
ら
、
状
況

か
ら
み
て
長
押

に
寄

り
か

か
る
こ
と
を

三
度
ま

で
も

し
て
い
る
こ
と

は
、

四
三



『
源
氏
物
語
』
の
し
ぐ
さ
小
考

感
情

が
高

ぶ

っ
た
ら
常
識

を
逸
脱

し
て
し
ま
う
薫

の
性
質
を
如
実

に
表
し

て
い
る
と
も

と
れ
る
。

な
に
し
ろ
、
垣

間
見

を

つ
づ

け
る
た
め

に

「御
衣

の
鳴

れ

ば
、
脱

ぎ

お
き

て
、
直
衣
、
拾

貫

の
か
ぎ

り
を

着

て
ぞ

お

は
」

(⑤
宿
木
/

四
八
八
)

し
、

「
や
う
や
う
腰

い
た
き

ま
で
立
ち
す

く
み
た
ま

へ
ど
、

人

の
け
は

ひ
せ
じ
と

て
、

な

ほ
動
か

で
見
た
ま
」

(同
/

四
九
〇

頁
)

い
、

「
か
た
は
ら
い
た
く

て
退
き

た
ま

へ
ど
、

ま
た
、

ゆ
か
し
く

な

り

つ
つ
、

な
ほ
立
ち
寄
り
立
ち
寄
り
見
た
ま
ふ
」

(同
/

四
九

一
頁
)

薫

な
の
だ
か
ら

ー

。

五
、
類
似
表
現
に
つ
い
て

最
後

に
、
類
似
表
現

に
関
し

て
の
私
見
を
付

け
加

え
て
お
き

た
い
。

東
屋
巻

に
、
薫

が

「長
押

に
に
か

り
そ
め

に
ゐ
た
ま

ひ
て
、
簾

の

つ
ま

引

き
上
げ

て
物

語
し
た
ま
ふ
」

(
⑥
東
屋
/
八
五
頁

)

と
あ

る
。

こ
の
場

合

は
相
手

が
弁

の
尼

で
あ

る
か
ら
、
も
ち

ろ
ん
恋

の
場
面

の
よ
う
な
男
女

の
隔

て
も
な
く
、
対
面

の
場

で
あ

る
宇
治

の
山
荘

は
も

は
や
薫

が
主
人

で

も

あ
る
の
で
、
薫

が
長
押

の
下

に
座

る
必
要

は
な
い
。
し

た
が

っ
て
長
押

に
腰
を

お
ろ
し
た
の
で
あ

り
、
御
簾
も

「
ひ
き
着

る
」

で
な
く

「
引
き
上

げ
」

て
話
を
す

る
の
だ
。

ま
た
、

柏
木
巻

に
は
、

「
…
…
御
簾

の
外

の
隔

て
あ
る

ほ
ど

こ
そ
、

恨

四
四

め
し
け

れ
」
と

て
、
長
押

に
寄

り
ゐ
た
ま

へ
り
」

(④
柏
木
/
三
三
八
頁
)

の
例
が
あ

る
。
『
源
氏
物
語
』

に
は

「
寄
り

ゐ
る
」
が

二
十
六
例
あ

っ
て
、

そ
の
ほ
と

ん
ど
が
物

に
も
た
れ

る
し
ぐ
さ
と
理
解
さ
れ

て
お
り
、

こ
の
例

も

「長
押

に
寄

り
か
か

っ
て
お
い
で
に
な
る
」

(
新
全
集
)

と
さ
れ
る
。

だ

が
本

稿

の
立
場

で
は
、
「寄

り

ゐ
る
」
を

「
お

し
か

か

る
」

お

よ
び

「
寄

り
か
か

る
」

と
無
条
件

に
同
じ
し
ぐ
さ
と
と
ら
え

て
よ

い
の
か
、

な

お
精
査
す

べ
き

で
あ

る
と
考
え

る
。

こ
の
場
合

は
、
端
正

に
簀
子

に
座
し

て
い
た
夕
霧
が
、

よ
り
落
葉
宮

に
近

い
場
所

で
あ
る
長
押

に
添

っ
て
座

る

よ
う
な
体
勢

に
変
え
た
程
度

の
理
解

に
と
ど
め

て
お
く
。

関
連
し

て
、
花
宴
巻
末
尾

に
二
例
見
ら
れ

る

「
寄
り

ゐ
る
」

に

つ
い
て
、

新

・
旧
全
集
お
よ
び
新
大
系

で
は
二
例
と
も

そ
の
対
象
を
わ
ざ
わ
ざ

「
長

押
」
と
し

て
い
る
。

こ
れ

に

つ
い
て
も
若
干

の
異
を
唱
え

て
お
き
た

い
。

「
寝
殿

に
女

一
の
宮
、
女
三

の
宮
お

は
し
ま
す
、
東

の
戸

口
に
お
は
し

て
、

寄
り

ゐ
た
ま

へ
り
」

(①
花
宴
/

三
六

四
頁
)

と
あ
る
が
、

源
氏
が
人
目

の
多

い
場
所

で
い
き
な
り
長
押

に
寄
り
か
か

る
と
も
思
え
な

い
の
で
あ
る
。

む
し

ろ
そ
の
後

の

「
妻
戸

の
御
簾
を

ひ
き
着
た
ま

へ
ば
」

(同
/
三
四
五

頁
)

に

つ
い
て
長
押
と

の
関
係
を
指
摘
す

べ
き

で
は
な

い
だ

ろ
う
か
。
も

う

一
例

「
う
ち
お

ほ
ど
け
た

る
声

に
言

ひ
な
し

て
、
寄
り
ゐ
た
ま

へ
り
」

(同
/

三
四
五
頁
)

も
、

そ

の
後

に

「
た
だ
時

々
う
ち
嘆
く
け

は
ひ
す

る



方

に
寄

り
か

か
り
て
、

几
帳
越

し
に
手

を
と
ら

へ
て
」

(同
)

と
あ

る
の

で
、

「
寄

り
ゐ
」

た
段
階

で
は

「几
帳

の
そ
ば

に
寄

っ
た
」

く
ら

い
が
妥

当

で
あ

ろ
う
。

そ
の
上

で
目
当

て
の
朧
月
夜

の
前

の
几
帳

に
寄
り
か
か
り

(
こ
の
場
合

に
は
同
時

に
長

押

に
寄

り
か
か
る

こ
と

に
な
る
か
も
し
れ

な

い
)
手
を
と
ら
え

た
の
だ
と
考
え

る
。

他

に
、

「長
押

に
お
し
か
か
る
」

と
同
様

に
、

す
ぐ

に
は
想
像
し
が
た

い
所
作
と
し

て

「
妻
戸

の
簀
子

に
押
し
か
か
り
た
ま
う

て
」

(④
夕
霧
/

四
四
〇
頁
)
が
あ

る
。
諸
注

「
簀
子

の
高
欄

に
も
た
れ
る
」
と
し

て
い
る

が
、
動
作

の
主
体

(夕
霧
)
は
廂

に
い
る
と
も
と
れ
る
場
面
な

の
で
、

い

さ
さ
か
無
理
が
あ

る
よ
う

に
も
思
え

る
。
あ
る

い
は

こ
れ

こ
そ
が

(
動
作

の
方
向
は
内
↓

外
と
逆

で
は
あ
る
が
)

「
長
押

に
お
し
か
か
る
」

と
同
じ

し
ぐ
さ

で
あ
り
、
廂
か
ら
身
を
乗
り
出
し

て
簀
子

に
腹
ば

い
に
な

っ
た
可

能
性
を
、
わ
ず
か
ば
か
り

で
も
考
え
る

て
み
る

べ
き

で
あ
ろ
う
か
。

結
び

以
上

、
寝
殿
造

に
お
け
る
下

長
押

の
実
態

を
勘
案

し
た
う
え

で

「長
押

に
お
し
か
か
る
」

「
長
押

に
寄
り
か
か
る
」

行
為

に

つ
い

て
考
察

し
た
。

結
果
、

こ
れ
ら

が
貴

族
社

会

に
お

い

て
礼

節
を

越

え
た
行

為

で
あ

り
、

『
源
氏
物

語
』

に
お
い

て
は
そ
れ
が
侵

し
/

犯
し
に
繋

が

っ
て
ゆ
く
、

特

『源
氏
物
語
』
の
し
ぐ
さ
小
考

殊
か

つ
不
穏
な
し
ぐ
さ

で
あ

る
と

い
う
結
論
を
得
た
。
下
長
押

に
体
を
も

た
せ
か
け

る
行
為
は
、

一
見
何
気
な

い
し
ぐ
さ

の
よ
う

に
見
え

て
、
実
は

柱
や
高
欄

に
対
す
る
そ
れ
と
同
等

に
扱
え
る
ほ
ど
軽

い
も

の
で
は
な
か

っ

た

の
で
あ
る
。

注
(1
)
『裏
松
固
禅

「院
宮
及
私
第
図
」
の
研
究
』
(藤
田
勝
也
編

・
中
央
公
論

美
術
出
版

・
二
O
O
七
)
に
収
録
。
①
は

「『年
中
行
事
絵
巻
』
別
本

巻
二

大
臣
大
饗
の
東
三
条
殿
」

(図
版
番
号
68
)
、
②
は

「『年
中
行

事
絵
巻
』
巻
六

臨
時
客
の
東
三
条
殿
」
(図
版
番
号
66
)。

(2
)
参
考
図
は

『源
氏
物
語

六
条
院
の
生
活
』

(五
島
邦
治
監
修
/
風
俗

博
物
館
編

・
(財
)

宗
教
文
化
研
究
所
風
俗
博
物
館

・
一
九
九
八
)

に

収
録
さ
れ
た
も
の
。
復
元
模
型
の
主
だ

っ
た
構
造

(廂
や
簀
子
や
妻
戸

や
格
子
な
ど
)
に
つ
い
て
は
設
計
者
で
あ
る
池
浩
三
氏
の
解
説
が
付
さ

れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
長
押

(上
下
と
も
)
に
は
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
。

(3
)
『国
宝
源
氏
物
語
絵
巻
』
(五
島
美
術
館
展
覧
会
図
録

血

伽

・
財
団
法

人
五
島
美
術
館

・
二
O
O
O
)

に
収
録

(九
九
頁
)。
本
図
関
連
事
項

解
説
に
長
押
の
項
目
は
あ
る
が
、
や
は
り
高
さ
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

(
4
)
参
考
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、

『九
条
家
本
延
喜
式
裏
文
書
』

長
元

三
年
の
記
事
に

「棟
柱
四
本

く三
本
各
三
丈
五
尺
口
径

一
尺
本
二
丈
尺

四
五



『
源
氏
物
語
』

の
し
ぐ
さ
小
考

口
径

一
尺
〉
、
檐
柱
十
本

〈長
各
二
丈
八
尺
口
径

一
尺
〉」
と

い
う
記
載

が
あ

る
。

(5
)
『
伝
土
佐
光
則
筆
源
氏
絵
鑑
帖
』
(宇
治
市
源
氏
物
語

ミ

ュ
ー
ジ

ア
ム
所

蔵
/
宇
治
市
源
氏
物
語

ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム

・
二
O
O

一
)
収
録

の

「巻
十

賢
木
」
。
解
説

に
よ
れ
ば
成
立
年
代
は
寛
永
末
期
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。

(6
)

な
お
、

『枕
草
子
』

に
は

「(定
子

が
)

一
尺
余
、

二
尺
ば

か
り
の
長
押

の
上

に
お
は
し
ま
す
」

(
二
六

二
段
)

と

い
う
例
が
あ

る
が
、

積
善
寺

の

一
切
経

供
養

の
場

面

で
あ
り
、
寝
殿
造

で
は

な
く
積
善
寺

に
仮

に

作

っ
た
桟
敷

に

つ
い
て
の
記
述

で
あ
る
た
め
本
稿

で
扱

う
寝
殿
造

の
下

長
押

と
は
区
別
す
る
。

(7
)
「御
前

近
く
も

え
参

ら
ぬ

つ
つ
ま
し

さ
に
、
長

押

に
も

え

の
ぼ

ら
ず
。

「な

ほ
持

て
来

や
。

所

に
従

ひ
て
こ
そ
」

と
て
、

召

し
寄

せ
て
見

た
ま

へ
ば
」
(①
夕
顔
/

一
六
七
頁
)

(8
)
た
だ
し
、

a
・
b

・
e
は
内

裏
、

c
・
d
は
堀

河
院

里
内
裏

で
あ
る
た

め
天
皇

の
御
座
ま

で
の
経
路
に
は
若
干
の
相
違

が
あ
る
。

(9
)
橋
本
ゆ
か
り
著

『
源
氏
物
語

の

〈記
憶
〉』

(翰
林
書

房

・
二
〇
〇
八
)

H
1
1

「『
源
氏
物
語
』

の

「
長
押
」
と
し
ぐ
さ
」。

(
10
)
そ
も
そ
も

「
長
押
」

の
用
例

じ
た
い
が
六
例

(
『枕
草
子
』

が
七
例

で

上
ま
わ
る
)
と
少
な

い
。
「お
し
か

か
る
」

「寄
り
か
か
る
」
の
他
は
、

「長
押

の
下

に
人
び

と
臥

し
て
」

(①
帚
木
/
九
八
頁
)、
「
長
押
に
も
え

の
ぼ
ら
ず
」

(①
夕
顔
/

一
六
七
頁
)
、
「長
押

に
に
寄

り
ゐ
た
ま

へ
り
」

(④
柏
木
/

三
三
八
頁
)
、
「長
押

に
か
り
そ
め
に
居

た
ま
ひ
て
」

(⑥
東

四

六

屋
/
八
五
頁
)。

(
11
)

こ
の
後
夕
霧

は
母
御
息
所

の
出
座

に
あ
た

っ
て

「や
お
ら
ゐ
な
ほ
り
た

ま

ひ
ぬ
」

(夕
霧
)

と
居
ず
ま

い
を
正
し

て
い
る
。

出
座
が
な
け
れ
ば

さ
ら

に

「長
押

に
お
し
か
か
り

て
」
と

い
う
姿
勢

に
な

っ
た
可
能
性
は

孕
ん

で
い
る
と

い
え
よ
う
。

*
本
文

の
引
用
に

つ
い
て
は
、
古

記
録
は
す
べ
て

「大

日
本

古
記
録
」、

そ
の

他
は
す

べ
て

「新
編

日
本

古
典
文
学
全
集
」

に
拠

っ
た
。

な
お
、

必
要

に
応

じ

て
傍
線

や
注

を
施
し
、
表
記

に

つ
い
て
は
読
み
や
す

さ
を
考

慮
し

て
私

に

改
め
た
箇
所
が
あ
る
。



参考図① 「大臣大饗の東三条殿」(注1)

参考図② 「臨時客の東三条殿」(注1)
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参考図③ 六条院模型(注2)

参考図④ 六条院模型(注2)



参考図⑤ 「鈴虫二」解説図(注3)

参考図⑥ 近世源氏絵(注5)
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『
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参考図⑦ 京都御所清涼殿(執 筆者蔵)

参考図⑧ 京都文化博物館 清涼殿模型(執 筆者蔵)


